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........Jー」
2000年

主
要
国
の
日
歳
以
上
人
口
の
構
造
係
数
の
推
移

(臼
歳
以
上
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
)

せ
ち
れ
る
」
「
家
族
の
人
間
関
係
が

も

2
ま
く
い
っ
て
い
な
い
」
な
ど
が
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

介
護
者
は
、
外
出
も
出
来
な
け
れ

ば
、
夜
私
}
ゆ
っ
く
り
休
め
な
い
、
盆

も存官
H
も
な
い
状
態
が
続
き
、
心
身

と
も
に
ク
タ
ク
タ
に
疲
れ
果
て
て
い

る
の
が
現
状
だ
。

く
と
と
が
取
大
の
治
療
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
い
、
つ
趨
坂
さ
ん
「
私

た
ち
、
相
談
さ
れ
る
側
も
さ
ら
に
知

識
を
深
め
、
電
話
で
は
理
解
し
て
も

ら
え
な
い
人
に
は
、
面
接
υて
相
談

に
の
る
方
向
に
持
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

「
ぽ
け
老
人
て
れ
ほ
ん
相
談
」
は

毎
週
月
瞳
の
午
前
十
一
時
5
午
後
四

時
ま
で
0
8
0
三
|
八
一
一
一
|
二
一
二

九一。

症
状
も
千
差
万
別

呆
け
る
症
状
も
さ
ま
ざ
ま
。
家
族

の
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
見
る

と
、
一
番
に
「
物
忘
れ
」
が
上
ぱ
b

れ
て
い
る
。
新
し
い
要
望
え
る
こ

と
が
困
難
で
、
二
'
h
三
分
前
に
聞
い

そ
う
で
す
か
、
こ
れ
は
手
術
で
治
る
一
た
こ
と
、
自
分
が
話
し
た
亨
呈
忘
れ

と
は
聞
い
て
い
ま
す
か
、
高
齢
の
場
一
て
し
ま
い
、
同
じ
要
}
く
ど
く
さ

合
と
か
、
身
体
が
弱
い
安
定
ど
う
一
繰
り
返
し

Eぅ。

で

し

ょ

う

か

」

一

愚

妻

罪

-

悩

ま

せ

る

の

は

金

銭

「

乙

れ

は

、

直

媛

介

護

し

た

経

験

老

人

が

長

期

に

寝

込

む

と

、

急

速

一

に

ま

つ

わ

る

ト

ラ

ブ

ル

だ

。

一

が

な

い

と

分

的

手

品

せ

ん

。

一

日

に

一

1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
i
-
-
-ー
一
同
会
の
N
さ

ん

は

「

私

の

義

母

は

一

時

間

で

も

三

十

分

で

も

い

い

か

ら

、

一

一

自

分

の

持

物

を

大

切

に

す

る

豊

志

り

一

介

護

者

を

精

神

的

、

肉

体

的

に

解

放

一

時
H
'
A
A

一

か

、

取

ら

れ

る

と

患

つ

の

か

、

サ

イ

一

し

て

あ

げ

て

欲

し

い

。

自

分

が

介

護

働
く
婦
人
の
会

一

手

札

宜

フ

や

預

金

通

慢

な

ど

ど

乙

か

に

か

く

一

し

て

み

れ

ば

、

い

か

に

大

変

か

が

分

職

業

を

待

つ

婦

人

た

棋

が

集

っ

て

K
ド
ラ
マ
「
通
り
ゃ
ん
さ
が
大
き
二

コ

J
-一

L
町

一

し

て

し

ま

え

そ

し

て

、

自

分

が

か

一

る

し

、

介

獲

す

る

人

安

易

が

理

解

一

結

成

し

て

い

る

「

働

く

婦

人

の

会

」

二

‘

‘

崎

川

-

一

一

一

な
反
撃
呼
ん
だ
。
富
・
閣
を
二

-rhn
制
足

く

し

た

警

を

忘

れ

、

失

く

な

っ

た

、

一

で

き

る

と

思

っ

。

経

済

的

に

わ

大

変

一

(

一

貫

長

・武
田
節
主
」
ん
)
の
創

翌
日
に
、
診
療
所
の
医
師
た
宗
主

J
J
1
ι
リ

失

く

な

っ

た

/

と

、

私

を

犯

人

扱

い

一

だ

か

ろ

、

ぎ

に

い

て

ま

を

貸

せ

な

一

也

十

五

周

年

記

令

指

集

い

が

十

月

一

人
問
題
に
取
り
男
で
い
く
季
語
二

い

，

文

一
に
し
て
警

5の
で

す

。

探

し

一

い

人

は

、

喜

志

望

必

要

一

日

、

午

後

六

時

半

か

ら

東

京

-Z

い
た
も
の
で
、
モ
デ
ル
は
「
家
房
一

句

可

に

て
あ
げ

$
5
8
5、
自

一

事

で

す

」

(

号

ん

)

一

町

の

全

共

連

ビ

ル

で

2
2
0

会
」
の
呼
び
か
け
人
で
あ
る
、
招
川
一

ノ

b
九

一

分

の

も

の

『

ほ

金

部

鍵

を

か

け

て

開

一

介

護

者

が

若

け

れ

ば

、

体

力

的

に

一

テ

l
マ
は
「
幻
位
紀
へ
の
出
き

病
院
の
早
川
一
光
副
院
長
弓
一

ι同
区

内

市

宅

一

け

ら

れ

ほ

い

志

つ

に

し

て

い

る

の

で

一

は

救

わ

れ

る

が

、

高

齢

化

社

会

の

入

一

平

等

・
平
和
を
め
ざ
し
て
あ
な
た
の

-
警
の
地
で
あ
柔
都
で
「
家
族
一

J
長
《

F
K

一す

O
Rは
子

供

た

芸

で

ド

ロ

ボ

一

U
に
来
て
介
護
側
の
年
齢
が
高
く
一
参
加
を
H
H

七
月
五
日
、
「
ぽ
け
老
人
て
れ
ほ
主
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会
」
(
以
一
老
人
を
か
か
え

E
ん
だ
経
験
者
で
一
な
る
。
そ
の
親
身
さ
に
、
相
談
者
も
一
の
会
」
が
結
成
さ
れ
た
の
が
昭
和
五
一

l
t
n
l

、

;

丁

扱

い

に

す

る

し

ま

っ

。

土

奇

怨

っ

一

な

り

つ

つ

あ

る

こ

と

が

深

刻

な

問

題

一

第

一

部

は

、

ス

ラ

イ

ド

百

年

の

封

建

す

一

長

持

読

む

首

長

時

江

戸

一

慣

れ

明

日

一

詰

封

印

立

も

れ

一
れ
時
間
」

5
n
m
lいう
。

一

iは
一
九
一
一
?
七
五
…
一

と

長

!

?

一

月

日

目

上

室

長

相
談
を
受
け
て
い
お
は
「
宋
け
一
議
女
た
ち
を
た
、
過
去
に
谷
一
仲
間
京
芸

5
2ると
い
う
。

一
建
一
一
一
一
一
の
都
道
府
県
に
あ
り
、
一

;

完

一
暴
露
一
芸
の
だ
か

2
1
一
人
息
季
、
子
供
た
ち

5に
一
…
年
は
語
調
書
足
時
一
員
代
の
息
子
夫
叫
が
面
倒
を
見
て
一
第
一
一
意
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
。

寸
l
l
J
1
l
l
J1
1
1一一
同
じ
悩
み
語
り
合
う

一

会

同

日

日

一。一

ド

ル

一

五

日

傾

向

日

昔

話

刊

て

ほ

は

旦

…

詩

詩

的

関

一

禁

罪

詩

一

h
H引い

一

・

l

一

l

一

=

「

私

た

ち

は

、

相

談

に

乗

る

と

い

一

一

J

-ノ

一
も
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
一
向
的
葉
け
方
季
る
と
い
う
乙
と
一
υ

文
化
ゼ
ン

ζ
一
義
合
研
穿

一
の
域
に
達
し
た
息
子
夫
婦
が
雪
旦

一

陽

-
1
7
A
7
7
何

一
値
一

2

旦

山

山

一

一

言

語

辞

誠

一

り

が

お

持

続

で

す

判

開

二

ぅ

賢

一

辻

野

」

「

人

の

と

お

台

民

耕

一

…

引

か

る

転

戦

γ…
…

一

群

号

訴

日

一

一
利
一

閥

幹

誇

一
計
一

万

引

一

Je

献

一

一

色

一

か

お

ア

ド

バ

イ

ス

、

f
iっ
た
い
何
だ

3
0
一

下

ι
短

二
重
で
差
い
」
「
義
」
「
目
一
あ
暴
露
ね

FREEFi、一
一
一
抹
の
不
喜
子
一
入
っ
た
会
食
、
つ
県
あ
り
一

一

主

要
に
行
っ
た
ら
憤

E

J

H

F

一

一

一

正
一

日

訪

日

間

向

上

野

山

口

軒

並

E
J
二

諸

説

話

誠

一

弓

「

て

れ

詰

談

」

の

喜

一

刊

誌

は

な

刊

誌

一

ま

ド

j
多

言

い

直

閥

抗

一

い

宗

一
ホ
r
一

'

2

一

/

川

l
一

一

一一

一

』

l

-

B
F
I
H
-

-
一

一

一

一

lil--》
一

-
t
i
l
-‘

一
川
一

u
u
v¥

l川
〕
げ

一

一

一

込

町

長

特

設

江

主

広

告

別

一

「

川

一

一

説

明

守

に

入

れ

る

」

一

号

称

号

一一
初
、
一

J

f
i
一

目

、

図

長

官

諮

問

一

ま

芝

か

。

話

器

一
明

一

νω
代

…

一

一

剛

一一

坊

主

即

時

防

庁

長

時

鉱

訂

引

引

精

一

ほ
と
ん
ど
嫁
の
手
に

一

説

話

数

三

て

一

れ

れ

れ

れ

寸

評

つ

一

言

語

」

長

さ

ん

。
一

員

じ

れ

九

日

阿

佐

一
人
一

ν

戸

川

四

一

一

。

一

室

か

i同
士
が
号
、
一
係
主
活
環
男
変
化
が
引
き
金
に
一
語
な
刺
激
が
宗
主
体
力
一
「
呆
け
た

Z見
て
い
ま

Z
一
号
と
お
り
、
約

2
2
5引
が

族

主

-

白

川

将

一

病
院
を
上
手
に
利
用

一
い
と
い
泉
、
そ
の
無
神
経
さ
に
ハ

一
齢
一

2

W

/

メ
/
閣
と
一
主
そ
の
宍
奪
還
し
て
呆
げ
老
人
へ
の
一
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」
一
室
長
原
因
と
み
ろ
れ
て
い
る
。
一
束
け
る
思
妻
寝
具
門
戸
レ
方
に
よ
一
か
易
相
談
で
、
老
人
問
題
は
女
性
一
理
理
。
一
「
病
院
や
そ
の
鍔
施
設
実
も
一
一
フ
が
す
一つ
と
い
う
。
そ
し
て
何
よ
り

一
高

一

u

ツ

'

ノ

リ

¥

「

一一
理
署
深
め
る
乙
と
に
あ
る
。
一
脳
障
害
で
は
、
騒
抱
の
数
が
減
一
「
芝
、
震
に
な
っ
た
か
ら
子
一
っ
て
呆
け
方
選
っ
て
き
」
と
一
の
問
題
な
ん
で
す
よ
。
芝
、
同
じ
一

1

1

1

1

1

1

1

一
つ
主
手
に
隼
つ
こ
と
で
す
」
と
い
一
辛
い
の
が
H

検
毒
害
毎
日
、
「
こ

一

一

l

，
W
'
d

ハu

一

2

5老
人
を
テ
l
マ
に
し
た
N
H
一
っ
て
で
き
る
語
、
脳
梗
奪
脳
一
控
室
岡
唐
と
い
う
電
電
一
が
分
か

2
2」
(
撃
さ
ん
)
一
女
性
で
も
携
立
場
に
い
る
者
と

真
夜
中
に
は
だ
し
で
奪
珂
ひ
出
し
俳
網
す
る
。
所
主
わ
ず
の
一
失
禁
。
さ
ち
に
…
川

は
、
介
護
者
に
向
つ
て
の
潟
晋
警
(
ば
り
ぞ
っ
完
)
全
国
に
四
0
3五
O
万
人
…
…

と
見
ム
托
て
い
る
果
喜
一
て
問
題
は
、
高
齢
化
埜
E

に
向
う
日
ぶ
に
取
っ
て
は
、
避
…
…

け
て
通
る
こ
と
の
甘

い
笠
宮
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
厚
生
省
の
五
七
年
度
の
…
…

阿
概
算
要
求
に
初
め
て
計
上
さ
れ
た
「
痴
呆
老
人
短
期
保
議
予
算
」
も
防
衛
費
鉱
大
の
…
…

あ
お
り
で
、
ゼ
ロ
の
套
止
を
受
け
る
な
ど
、
国
の
福
祉
、
医
療
施
策
か
ら
見
墜
己
れ
川

て
い
る
の
が
現
状
。
そ
の
よ
、
一
般
社
会
の
理
解
金
志
だ
ま
だ
琴
、
介
契
り
ほ
と
…
…

ん
ど
が
家
庭
の
女
た
ち
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
特
に
H

ヨ
メ
福
祉
M

と
い
う
一一主
一目
……

築
笠
宮
き
に
、
嫁
の
負
相
ぼ
大
き
い
。
介
護
の
た
め
に
職
安
芸
る
者
、
日
夜
…
…

タ
嫁
福
祉
ψ

を
間
わ
な
い
介
獲
に
心
身
と
も
疲
れ
果
て
て
い
る
者
、
果
て
は
呆
り
老
人
に
家
庭
ゼ

引
っ
か
き
回
わ
さ
れ
、
家
庭
の
崩
壇
に
ま
で
発
展
す
る
と
シ
崇
v
え
あ
る
。

乙
の
八
方
ふ
さ
が
り
の
中
で
悩
ん
で
い
釜
家
庭
の
た
め
、
笥
謡
で
い
予
ん
な
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
、
各
地
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
墓
尽
で
も
「
宋
け
老

人
を
か
か
え
る
家
努
会
」
(
害
支
部

・越
坂
俊
平
会
長
訂
会
員
が
中
心
に
「
ぼ

げ
老
人
て
れ
ほ
ん
相
談
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、
相
談
を
受
り
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
ヨ

メ
福
祉
の
現
状
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
越
坂
さ
ん
に
、
宍
け
老
人
の

実
態
と
「
|
て
れ
ほ
ん
相
談
」
に
つ
い
て
う
か
が
っ
て
み
た
。

1111111111111111111111111111川11111111“1111111111111111111111111

介
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1550 
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記
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介
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実
話
を
多
く
用
い
、
軍
新
の
研
究
結
果
を
紹
介
/
日
本
図
書
館
也
会

E
E
E
E

灼パ

J

・
プ
ル

ソ
ク

ス
H
ガ
ン
者
遠
藤
由
美
訳

金
書
義
国
・
館
協
会

3
i，
引し
い

ト
E
Hリ
も

え

川

匂

四

六

判

一

悶
三
回
頁

電
6

M
3
2
F
R
1
3
b苦
そ
の
形
成
と
発
注

'M門
i
川
噌

E
U
』

河

川

晶

軍

司

定

価

三
0
0
0円

品
T

・E
，th
d
d
a
同

az

本
書
は
性
別
役
割
に
つ
い
て
の
最
新
の
研
究
結
果
を
具
体
的
に
分
か
り
ゃ
す
く
解
説
し

て
い
る
の
み
な
ら
ず
こ
れ
ま
で
の
心
理
学
が
研
究
証
拠
で
は
な
し
に
、
世
の
中
が
ど
う

あ
っ
て
欲
し
い
か
と
い
う
男
性
の
イ
デ
オ
ロ
キ
l
的
視
点
に
立

っ
て
構
築
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
出
・
で
、
ま
た
、
次
世
代
の
社
会
化
の
仰
い
手
で
あ
る
我
々
は
殺

と
し
て
、
教
師
と
し
て
、

あ
る
い
は
女
性
解
波
を
願
う
者
と
し
て
、
今
後
ど
う
す
れ
な

よ
い
か
を
示
唆
し
て
い
る
占
・
で
読
者
の
お
役
に
立
て
る
と
思
う
@
、
訳
者
あ
と
が
き
」
よ
り

性
差
そ
の
起
源
と
役
割

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
女
性
解
放
の
手
引

世
界
の
女
性
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μ22i里EtE 
同 L.c・ R同 ム伺 R

Eよ史 手2室を甲穫
と革 著 (Z著 と'で 著
ド L症五
ー~ L ~例ブ，一
L器国 Lを国主 L国
費FE 品制民生か度
L P 宜か介宜 i~ ら宜
ぃ空 m lk， 点.'t，. 
車三 +二 検膏

き蓄 ~ ~ .: ~ 町へ 4
E 四 5 '1;摘。す O
宵忌 D す邑 O す心 。
司円 性円めと円

到~ ".郡主.;;['<:今蝿211 9・電話03'813 'l6SI 'tl< 

日説
本誌
女認
irll:地の
I...L.平実史を像
切に
拓迫

完全〉 4{

結巻

東京大学出版会

編
集
女
性
史
総
合
研
究
会

〈巻
別
構
成
〉

1

原
始
・
古
代

2
中
世

3
近
世

4
近
代

5
現
代

各一八
O
O円

日
本
近
代
の
、
真
の
女
性
解
放
に
視
点
を
据

え
た
学
関
連
動
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
戦
後

民
主
主
義
の
熱
い
息
吹
の
な
か
で
育
〈
ま
れ

鍛
え
ら
れ
て
き
た
「
日
本
女
性
史
」
研
究
の
、

は
じ
め
て
の
本
格
的
な
集
成
。

大
卒
女
性
削
万
人
時
代

冨
土
谷
あ
つ
子
・
上
杉
孝
賓
編

転
機
を
迎
、
え
た
大
卒
女
性
の
生
き
方
と
就
職
問
題
を
さ
ぐ
り

の
女
性
の
新
し
い
あ
リ
方
を
具
体
的
に
考
え
る
手
引
。

一
九
O
O
円
〒

m

女
性
学
を
つ
く
る
一
八
O

お

女
性
学
と
そ
の
周
辺
ニ
0
0
話

女
た
ち
の
ゆ
く
え
一
九O
お

ア
メ
リ
カ
女
性
学
入
門
一
一。
。お

女
性
と
学
問
と
生
活

一八
O

話

女
性
学
研
究
会
編

井

上

輝

子

著

神

田

道

子

著

シ
ン
ク
レ
ア
著

矢
木
・
よ
野
訳

坂
東
昌
子
他
編

主
婦
の
た
め
の
女
性
問
題
入
門

会

3
巻

K
で
あ
る
こ
と
の
意
.
昧
を
も
う
4

度
考
え
て
み
よ
う
。自
分
に
と

っ
て
夫

会
一

と
は
、
子
ど
も
と
は
、
観
と
は
、
友
だ
ち
と
は
何
か
を
|
|
多
彩
な
女
性

反
一

執
筆
障
を
総
結
集
し
て
、
結
婚
前
の
あ
な
た
、
子
育
て
と
共
働
き
に
忙
し

当

い
あ
な
た
、
そ
し
て
鐙
か
な
老
後
を
め
ざ
す
あ
な
介
へ
贈
る
ク

判一
回
女
の
体
と
心
・
結
婚

F
鰐

は
じ
仲
間
前

d

2

.

，

佐

藤

洋

子

共
働
き

望
国
共
働
き
・
離
婚
・
友
だ
ち
炉
型

!
夫
雄
官
μ
お府

軍
-

1

4

{

吉

武

鴛

子

血

縁
カ
ら
地
綜
女
紛
八

:

・

恵

子

子

ど
も
の
性
差
教
育

団
子
育
て
・
子
離
れ
・
老
後
詰
野

一
品
ワ
詩
口
説

中
島
通
子

老
い
て
は
チ
に
従
え
か

青
木
や
よ
ひ
編

四六判三ニ
O
-
一
五

O
O円

戦
争
と
女
た
ち
l
M日
時
計

O

座
談
会
戦
争
反
対
を
ど
う
実
践
す
る
か
/
岨
園
児
利
子
・
土
井
た
か
子
・
落
合

恵
子
・
=
一
鎗
妙
子
・

(
司
会
)
青
木
や
よ
ひ

O
か
つ
て
女
は
ど
の
よ
う
に
し
て

戦
争
に
組
込
ま
れ
た
か
/
舗
ロ
恵
子
・
加
納
実
紀
代
・
林
郁
O
女
の
戦
後
ー
ー

そ
の
理
想
と
現
実
/
丸
岡
秀
子
・
野
村
か
つ
予
・
丸
木
俊
・
塩
沢
美
代
子
・
北
沢

洋
子

O
女
の
論
理
か
ら
の
反
戦
意
殺
/
小
沢
牧
子
・
落
合
恵
子
・
青
木
や
よ
ひ

O
資
料
O
年
表

・
参
考
文
献

青
木
や
よ
ひ

四六判・

一
六

O
O円

女
性
・
そ
の
性
の
神
話

|新しい女性輪

ウ
ー
マ
ン
・
リ
プ
は
何
歓
お
こ
っ
た
か
?
こ
れ
か
ら
の
女
と
男
の
か
か
わ
り
は

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
?
こ
う
し
た
身
近
か
な
疑
問
に
谷
え
つ
つ
文
明
鎗
的
な

幅
広
い
展
望
と
文
化
人
類
学
的
な
視
点
を
と
り
込
ん
だ
新
し
い
女
性
鎗
r

7
y
コ
ヒ
イ
制
山
本
や
よ
ひ
叔

定
価
一
八

O
O門

M

・
へ
y
グ
敦
柳
沢
由
実
L
J
訳

定
価
一
ニ
O
O
円

パ
ド

ニ
ス
制

鳥
居
千
代
R
H
点

幻
Z
W
と
現
実
定
価
二
五
O
O
円

郷
静
子

誌は紅白川
MM
yj

の
生
き
か
た
主婦作家の日々

拝
川
賞
受
慣
穐
も
主
輔
と
し
て
作
事
と
し
て

.
aた
一
市
民
と
し
て
剛
広
い
J

出
動
を
健
け
て
い
る

腎
置
町
エ
，
，
セ
イ
息
日
常
的
事
ら
し
を
と
必
し
て
踊
っ
た
.
そ
の
人
宅
砲
や
社
全
慨
は
置
か
で
思

い
や
り
に
あ
ふ
れ
.
読
む
人
に
き
わ
や
か
な
感
動
を
あ
た
え
る
.
岨
判
カ
ハ

1
1
2
0
0円

大月害届

事1子1子2
歪をどEど2
孟旨もEも2
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「
学
習
や
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た
い
が
、
年
よ
り
や
子

ど
も
が
い
て
、
な
か
な
か
家
を
あ
け
ら
れ
な
い
」
、
「
残
業

で
遅
く
な
る
、
子
ど
も
を
保
育
園
へ
迎
え
に
行
け
な
い
」
「
子

供
が
急
病
。
会
社
で
今
日
は
大
事
な
仕
事
が
あ
る
ー
。
」

!
ち
ょ
っ
と
誰
か
が
助
け
て
く
れ
た
ら
、
と
悩
ん
だ
乙
と
は

=
あ
り
ま
せ
ん
か
?
引
越
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
川
地
で
、
ま

=
だ
友
だ
ち
も
い
な
い
と
か
、
近
所
の
人
に
頼
む
が
、
し
ょ
っ

=
ち
ゅ
う
で
試
が
ひ
け
る
。
お
礼
す
る
の
に
気
を
つ
か
う
c
わ

一
一
ざ
わ
ざ
遠
く
の
実
家
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
来
て
も
ら
っ
た

，%:>" 

助
け
合
ー三〉

-cノ者
ρ

社
ム
古
参
加
が
を

が
、
い
つ
も
い
つ
も
で
は
'
な
ど
、
手
が
わ
り
を
求
め
る
の

に
頭
を
印
刷
め
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
毎
日
の
日
ら
し
の

巾
で
、
百
い
に
安
い
報
酬
で
助
け
あ
い
、
持
し
い
時
を
の
り

こ
え
、
あ
る
い
は

H

少
々
の
余
暇
H

を
午
み
山
し
、
社
会
参

加
し
ま
せ
ん
か
:
・
と
い
う
趨
旨
で
宅
ま
れ
た
、
全
国
地
域

附
人
間
似
連
絡
協
議
会
大
友
よ
ふ
会
長
引
引
の
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ー
ビ
ス
・
ク
ラ
ブ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
ヵ
月
5

そ

の
実
胞
の
状
況
を
聞
い
て
み
た
ョ

震
な
ど
、
は
じ
め
は
地
出
量
活
動
守
色
毒
事
足
っ
た
。
周

動
が
活
発
な
地
医
一
一
つ
に
限
定
し
た
じ
く
久
更
で
、
『
手
芸
い
高
労
働
省
婦
人
課
の
話

一
方
、
制
人
の
ラ
イ
7
・サ
イ
ク

が
、
新
剛
な
ど
で
重
さ
れ
芦
『
詰
符
雰
革
関
し
た
同
人
が
い
た
F

同
室
候
化
が
進
晶
、
地
岨
芸
に
ル
の
変
化
に
伴
い
、
長
ち
に
手
ゐ

間
合
わ
せ
や
入
金
申
し
込
み
が
栴
つ
杏
軍
手
紙
を
割
く
立
志
も
な
か
っ
お
け
る
相
官
一
世
助
の
情
神
が
う
す
か
か
声
援
ξ
な
っ
た
刷
会
じ
、
刀
を

さ
、
一
二
地
医
以
外
史
で
も
詰
に
た
捕
入
団
室
長
草
ん
が
代
唱
を
れ
、
困
っ
た
喜
に
ち
ょ
っ
と
な
に
か
に
い
か
し
た
い
と
出
っ
て
い

尽
し
て
州
事
き
雫
や
円
J

己
堕
9

る

頼

ん

だ

。

と

い

か

な
い
の
が
梨
句
芝
、
動
る
人
は
多
い
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

己
と
に
し
弓

貿
の
よ
さ
に
は
定
評

話
人
信
号
、
主
語
警
出
張
嘉
指
向
す
る
人
わ
君
が
、
地

会
員
の
メ
ン
バ
ー
は
、
い
予
ん
な
し
た
り
、
年
よ
り
の
県
告
が
聴
く
な
域
社
会
で
、
同
用
関
慌
で
な
い
就
業

人
た
君
協
力
を
幅
広
く
お
闘
い
す
?
ピ
ス
の
貨
の
圭
己
で
一
も
喜
っ
て
し
ば
き
の
問
、
撃
に
見
を
帯
主
、
ひ
と
毒
劇
し
4
?と

争
方
針
で
、
大
体
は
、
器
悪
質
で
あ
る
も
「
な
に
し
ろ
、
人
助
け
し
て
も
ち
い
た
い
と
患
っ
て
も
、
範
思
っ
て
い
る
人
も
す
な
か
ら
ず
い

に
限
ち
ず
笹
口
に
輔
聞
す
る
人
は
睦
た
い
と
い
う
苗
窓
が
も
と
で
す
か
に
頼
む
人
が
い
な
い
で
困
っ
て
い
る
る
。
フ
ァ
ミ
け
T
叶

f
ピ
ス
・
ク

で
も
O
Kし
で
い
る
。
色
、
何
を
し
て
も
白
話
相
、
曹
ば
れ
六
事
い
。
生
刀
な
く
体
む
と
、
子
ラ
プ
は
、
同
人
の
勇
支
耐
用
し
、

会
聞
は
大
体
月
系
出
足
時
開
白
色
の
で
す
。
払
Y
ち
も
λ
合
九
思
え
も
ち
嗣
人
は
す
ぐ
休
京
り
で
ア
テ
に
地
曜
の
曜
日
帽
を
操
均
円
相
人
の
社
会

酬
は
一
時
間
あ
た
り
高
い
と
と
ろ
で
た
と
弐
少
々
お
禁
か
わ
す
の
で
な
A
な
い
と
い
う
と
と
に
な
っ
て
書
禦

x
dが
し
、
勤
労
副
人
を
閉

五
百
円
安
い
と
己
ろ
で
二
百
宣
十
す
が
、
不
様
な
お
で
、
い
い
方
嗣
人
の
地
集
り
同
志
陣
地
尼
な
っ
け
、
制
人
の
地
華
向
キ
尋
富

司
自
白
円

s四
百
五
十
円
く
ら
い
か
と
っ
か
、
大
体
わ
か

2
5て
て
い
る
と
い

2
」
と
を
容
。
酌
と
思
っ
て
い
る
。

が
一
番
毒
手
足
J
H

』
。
こ
の
中
か
ら
、

:
ι
i
i

Jジ
撃
事
草
闘
に
握
出
す
る
が
、
加

大
体
一
副
程
度
。
た
っ
た
ム
l

五
円
醐

と
、
連
時
得
話
代
忽
弘
、
害
時
チ
に
な

m
u号
之
委
い
と
己
る
も
寄
色
。

ま
だ
試
行
の
段
階
だ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
実
り
を

同
都
市
で
実
施

ク
ラ
ブ
入
会
が
条
件

報
酬
は
安
く
て
も

フ
ァ
ミ
リ
ー
・叶

f
ピ
ス

・
ク
ラ

ブ
は
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
で
も
緑
泊
さ

れ
た
の
で
、
ど
こ
で
も
か
な
り
民
曹

が
あ
っ
た
辛
つ
だ
。
会
凶
が
四
百
入
、

五
百
人
と
也
叫
し
た
と
こ
ろ
は
ザ

ラ
。
む
十
人
(
姫
路
)
、
八
可
申
ハ
十

五労婦更の急場の支え
留守番・子守り・掃除に要望
「ホント助かった」の感謝も 五

人
(
高
崎
)
な
ど
と
い
う
と
己
ろ

も
あ
る
。
「
小
去
な
こ
と
で
も
な
に
か
人
の

た
め
に
な
白
た
く
て
手
ん
葱
あ

出
来
る
の
を
作
っ
て
い
事
レ
た
」
と

い
っ
て
来
る
人
が
多
く
、
人
助
け
を

し
た
い
昌
習
の
人
が
い
か
に
た
く
さ

ん
い
る
か
を
、
改
め
支
柑
略
し
た
と

い
う
事
酪
回
戸
当
者
も
多
い
。

や
り
方
は
主
主
壬
号
、
と
り
あ

え
ず
思
議
一
本
写

f
ビ
ス
し
て

い
争
と
早
句
会
員
が
多
数
参
加
し

た
た
控
巾
を
い
く
つ
か
の
地
域
に
分

け
、
そ
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
る

と
こ
ろ
(
旭
川
、
姫
路
、
神
戸
等
)

な
《
キ
」
ろ
に
よ
的
手
企
皐
色
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

・
ク
細
か
い
削
則
ば
、
再
巾
そ
れ
ぞ
れ

ラ
プ
」
は
労
働
省
主
主
団
地
域
制
人
に
坦

6
A示
、
大
ま
か
な
と
こ
ろ
は
、

間
体
連
絡
協
繕
告
の
協
刀
で
発
足
し
助
け
あ
い
の
組
踊
可
聴
世
品
工
家
政

た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
予
が
わ
り
が
な
い
州
島

J
rん
所
で
は
な
い
の
で

く
て
職
閣
を
仇
悪
け
れ
ば
伝
子
方
的
に
労
働
を
求
め
る
の
で
は
だ

困
る
と
い
う
刷
人
の
用
を
か
ね
て
封
的
。
岡
っ
た
と
芦
は
助
け
を
求
め
る

働
省
は
聞
い
て
い
た
し
、
調
習
を
し
が
、
臼
分
も
人
を
功
け
る
も
よ
f
会

て
も
昨
倒
的

k
gが
出
で
き
た
。
固
と
し
て
ク
ラ
ブ
に
入
品
F
Uな
り
れ

地
州
連
で
も
、
成
所
の
方
に
制
む
の
ば
な
ち
な
い
。
慢
則
#
ラ
け
た
い
闘

も
需
品
な
る
と
H
H
が
ね
だ
し
、
お
礼
向
は
、
目
揮
で
な
く
ク
ラ
ブ
を
通
し

の門
E
セ
ロ
っ
た
り
買
を
つ
か
う
。
削
て
申
し
こ
み
、
働
い
て
く
れ
た
人
に

ま
れ
話
ぎ
し
て
も
都
合
が
を
所
事
一
報
酬
を
払
品
、
君
主

断
わ
る
と
あ
と
が
気
ま
ず
く
な
る
、
の
い
く
ち
か
は
ク
ラ
芝
の
一
事
務
迎
蛍

な
ど
と
い
う
悩
み
の
聞
を
た
び
た
び
出
と
な
る
。
交
週
貨
が
い
る
輔
自
は

聞
い
』
九
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楠
神
で
実
闘
を
仏
、
つ
。
ほ
か
に
同
動
中
に
串

助
け
あ
い
、
安
い
報
酬
窓
字
こ
と
故
が
起
己
る
と
大
変
な
の
で
、
会
同

で
試
が
ね
な
く
・
と
い
う
こ
と
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ー
ビ
ス
・
ク
ラ

か
ら
、
四
月
一
却
が
宅
事
れ
た
。
プ
保
障
に
入
り
、
対
人
、
封
切
そ

ク
ラ
ブ
は
地
同
迎
の
組
楠
が
窓
U

し
主
自
分
自
田
の
災
苫
に
蛸
墨
色
こ

に
な
る
が
、
出
足
早
々
か
ら
問
合
せ
と
に
な
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
阿

も
相
R
3巨
費
は
附
く
ほ
ど
で
、
す
再
は
あ
く
ま
で
N

助
け
あ
い
M

が
臨

芝
旭
川
、
高
町
長
、
出
山
、
随
時
ら
お
で
、
南
件
の
い
る
寝

中
、
堺
、
神
川
、
姫
曲
、
久
岡
来
、
た
き
り
#
天
の
介
嘩
や
、
病
院
の
つ

長
崎
、
宮
崎
が
サ
ー
ビ
ス
FLZ行
っ
て
さ
そ
い
、
乳
幼
姐
の
長
時
間
保
育
な

お
り
、
九
月
か
ら
横
浜
、
千
東
、
相

y
ほ
そ
れ
相
応
の
織
聞
#
剖
利
用
し
て

歌
山
が
加
わ
っ
て
、
十
四
都
市
で
実
ほ
し
い
と
断
わ
る
こ
主
L
な
っ
て
い

胆

レ

て

い

る

。

る

。

‘崎弘

..... ‘h 主聞の留守におとしよりの相手

ー，

流
産
を
防
い
だ
例
も

f雪ぷ
頼S
632 
~必
‘~~;.~t~ 

7守ー山本
'ミザ?と
3じ
でど
世;
界去
を渡
来語h
~~て5
国三
階
i.~~ 

f霊長

{輯三種劃団理物豚可h

にと将来を見i血して方全を191したもの。 ttt叫M
高のレベルを揖るKDDのi血H嗣の!話相刊をよ
り高めるために、T弔は忌ピ γテで進んでいる
栃木県IN_lJ市は、昭相初19)に K 口 n小山ililt~

所が辿枇され、 KDDにとって忽じみの深い所
だ。新中央周は、 i品同所とrujじ敵地内の小山市
神口昌に迎:nt巾である。

安売t-./、来斤指骨

K 0 D (国陣E昌也唱話株式会社〉では、柄本
県 IJ¥tlJ市に新中央局の組曲を開始した。 60年度
半ばに醐曜を開始するが、現在、唱京 ・大阪中
心に行われている国聞唱括、テレックスの揖務
をヵ、なり小山にうっす己とになる。これは、国
時電話専の;吊担が今世ますます伸びることを予
思し、また、地躍などの災害によって、ある日
の概能がまひしても、パックアップできるよう

世
界
一一一一一ー'‘

の
名
さ
ら
に

K
D
D
 小
山
新
中
央
局
急
ピ
ッ
チ

地
の
利
に
恵
ま
れ

KDD小山送信所

ω年
度
半
ば
に
操
業

毎日の暮らしに
サンワをじようず、にご利用くださL、。
-本車/大阪市東区伏見町4丁目 弓之さまのお性に立つ 一一

:222fG2r2121丁目a，三和銀行

高

度

・
多

様

化

す

る

需

要

世
界
介
あ
暗
び
つ
脅
か
深
草
也
に

つ
れ
、
日
本
の
園
開
通
信
震
符
U
D

日

苧
と
に
噌
火
。
そ
の
内
官
名
、
情
報

化
益
事
反
映
レ
で
急
速
な
闘
い
で

高
度
化
・
事
段
化
し
で
い
る
。

星
歯
車
算
あ
ず
か
る
K

D
Dに
と
っずには、

各
帽
の
一
週
量

備
の
倍
弱
が
向
よ
り
も
損
容
九
な
っ

て
く
る
も
己
の
儒
制
件
房
歯
め
る
た

め、

K
D
Dで
は
楠
極
的
な
研
究
・

開
発
を
展
開
。
東
京
・大
阪
両
中
央

聞
に
は
安
D

予
ん
、
衛
層
面
岨
留
の
地

球
局
ぎ
ち
に
は
趨
底
ケ
ー
ブ
ル
陣
回
開

局
に
も
回
新
の
授
術
・
ノ
ウ
ハ
内
垂

侵
入
、
閣
時
週
凶
の
要
と
も
い
う
べ

き
昌
国
開
通
園
鰻
備
は
、
い
ず
れ
も
世

界
議
高
の
レ
ベ
ル
に
濯
し
て
い
る
右

中
で
も
、
山
口
型
電
器
局
シ
暑
世
田

第
二
電
車
届
の
シ
ス
テ
ム
棺
動
串
は

と
も
に
三
円
弱
で
、
イ
ン
テ
ル
サ

国舌~〈金曜日〕

銀
行
と
い
え
ば
、
今
争
、
目
按
き

の

E
2
3、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
必

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
固
に
入
巴
よ

す
。
道
を
聞
か
れ
た
ち

「Q
U銀
行

が
あ
っ
て
早
め
器
差
に
入
っ
て
」

と
か
、
「
門
δ
銀
粁
め
一
gJφ
方
に
降

り
た
改
札
口
で
」
な
Y
可
本
来
の
銀

行
の
業
務
戸
ほ
か
け
離
己
ι
私
た
ち

の
問
題
の
申
書
の
中
で
一
役
果
し
て

い事争"。
で
も
、
一
た
び
、
私
た
ち
と
餌
付

と
の
刷
わ
円
正
い
歪
点
に
か
え
っ
て

哲
手
ー
、
み
亭
と
、
預
金
、
返
せ
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ

・
カ
l
ド
の
利
用
な
ど
に

限
ろ
れ
、
鍔
汀
に
対
し

τ百
い
た
い

みんなの「よろず相談所」

回手口5ワ年9月 10日(3 ) 

己
弁
培
相
絞
レ
た
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
お
話
相
坊
主
に
聞
布
胞
の

金
額
を
「
占

ι恒
宅
全
品
『
何
か
お

霊
『
奪
事
と
い
っ
た
気
持
当
L

な
っ
て
主
莞
め
明
ほ
な
い
で
し
ょ

司
J

か。全
国
で
引
か
所
に

雪
」
で
、
盟
事
C
れ
た
の
が
「
よ

る
す
布
穆
附
」
な
の
で
す
。

こ
の
相
謹
附
は
、
哩
行
が
行
っ
て

銀行の事なら何なりと

全国の銀行協会内に設置

直三三

間|主

♂♂・・一一由』、』

制
措
行
審
は
、
晶
画
岳
地
の
銀
行
一

が
メ
ン
バ
ー
シ
忌
っ
て
組
轡
己
れ
て
一

い
る
白
士
弱
団
体
。
手
め
数
も
七
二
一

堕
E

に
も
及
び
、
雪
』
が
、
さ
ら
に
一

全
国
担
行
態
革
審
会
を
組
惜
し
て
一

い

車

す

。

一

昭
竹
盟
百
円
『
担
行
聞
の
協
調
を
一

図
っ
て
、
銀
行
揖
均

m努
鶴
崎
一

合
理
化
を
し
て
割
問
円
め
持
っ
て
い
一

る
基
均
公
仲
村
製
催
事
車
問
一

に
持
揮
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
一

す

。

一

特
に
、
ほ
と
ん
Y
あ
銀
行
盟
系
一

手
形
交
陸
前
を
週
哲
レ
て
い
る
己
と
一

か
皇
、
地
域
の
経
西
協
に
不
可

欠
の
役
削
を
聞
記
た
し
て
い
る
己
ん
か
一

わ

か

り

ま

す

。

一

惣
E

の
士
な
活
動
と
し
て
は
①
銀
一

行
業
務
の
改
母
・
合
理
市
の
推
世
②
一

政
府
施
構
へ
の
協
力
、
要
望
・刊
擁
一

③
広
報
相
以
扇
動
由
経
措

・金
融
一
取
仮
件
数
が
揖
っ
た
原
因
と
し

の
調
査
研
究
事
種
事
業
の
運
営
一
て
長
持
指
型
車
一
区

2つに、

な

長

君

事

。

一

引

締

め

、

覇

と

大

雪

若

手

、

「
よ
手
塁
所
」
は
、
こ
雪
一
一
号
五
・
買
画
面
か
ち
金
豊
一
日
宅
今
日
の
辛
是
謀
総

語
習
相
説
活
動
の
一
宮
U
て
一
和
が
進
ん
だ
ご
と
や
、
要
同
復
基
互
銀
付
制
反
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
閑

話
れ
て
い
君
で
す
。
闘
を
章
な
が
ら
も
、
住
毒
圏
不
一
由
蒔
代
か
ら
手
が
、
古
く
は
、
融

一
曲
、
空
町
時
代
に
両
開
や
為
酎
の
仕

扇
が
強
志
っ
て
い
本
守
。

は

足

決

2
7タ
リ
ア
ミ
士
一
題
担

果

満

解

7
ギ
リ
一
ス
で
は
、
士
ハ
詰
末
芸

一
結
が
で

一
詩
人
十
封
印
箆
わ

の

人

向

一
い
事
。

談

出

方

一
号
、
え
な
に
量
い
問
、

一

相

申

の

一

一
一
刊
誌
河
川
灯
時
歴
室

二
絵
九
ち
昔
、
肖
費
者
の
一
人
と
し

極
専
の
か
げ
り
が
見
ち
れ
た
な
長
一
て
相
略
行
に
つ
い
て
の
理
解
を
君
、

あ
ロ
り
ふ
れ
て
い
ま
す
か
、
相
峰
附
に
一
よ
手
に
利
用
し
て
い
き
た
い
も
の
で

持
ち
己
ま
れ
た
相
談
の
ほ
と
ん
ど
一
す
。

が
、
申
出
入
の
間
足
山
い
く
方
向
で
一

解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
件
目
す
一

‘唱

〆

，;"::証

・3・.

符Y
d

J
、
私
対
YSt

杭
折
感
謝
守

イ倶‘
z
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ミ
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例
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‘ ....>>>>_111 
べ
き
で
し
ょ
う
。

銀
行
を
よ
く
知
ろ
う

さ
て
相
談
の
内
容
は

(
買
料
提
供
・
主
因
盟
行
協
会

連
合
吉
)

t -働く主聞が班離のとき誼ど保育

園のお迎えも引き受けます

§んさん便り
~ 

O
-
え
え
、
い
い
-
力
ば
か
り
入

β
凡
こ
れ
か
ら
依
頼
が
岳
き
だ
受
べ

見
え
ま
す
よ
」
(
長
崎
)
ル
包
ク
ラ
プ
と
も
間
約
レ
て
い
る
干

う
れ
し
い
悲
刊
も
あ
る
「
肝
判
高
崎
な
ど
、
前
ほ
同
人
会
聞
は
月
叫

が
い
い
の
を
雨
明
い
て
笹
犀

E
J
体
館
で
沼
蕗
附
も
休
ん
で
い
た
が
、

相
原
え
て
、
母
国
軍
て
く
れ
、
ほ
ど
サ
1
ヒ
ス
を
的
め
て
か
ら
、
代
り

と
い
っ
て
聖
書
が
あ
っ
て
J
」
あ
っ
て
出
る
と
と
に
し
て
年
中
時
休

れ
甘
ほ
安
い
労
働
力
が
わ
り
f

虫
の
に
な
っ
に
「
だ
3

て
n
同
る
ρ

の

い
い
匹
で
、
岡
っ
た
ル
亙
め
助
け
あ
は
突
然
の
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

い
で
は
ち
虫
a
せ
~
壁
易
続
開
休
ん
で
い
て
お
没
に
た
で
な
か
っ
た

し
て
き
っ
ぱ
り
と
断
り

F
Uた
け
ら
、
申
し
わ
け
な
い
で
す
も
の
ね
」
。

y
γ
1」
c

(
高
附
)

間
合
わ
せ
は
実
施
由
市
の
地
埴

だ
ん
だ
ん
ク
ラ
ブ
の
P
Rが
り
き
掃
入
団
障
の
適
時
金
事
務
所
に

図
書
、
ま
た
、
一
一
弔
期
に
人
っ
て
学
生
固
的
な
こ
と
は
全
地
帽
連
に

陪
な
ど
の
行
事
も
ふ
え
、
風
邪
な
ど

(
0
3
・
4
0
7
4
3
0】
)

ひ
斉
る
す
い
冬
場
に
向
な
つ
の
で
、

国立婦人教育会館

〔埼玉県比企郡園山町大字菅谷728
fi0493-62-67111 

ば
一
…
年
hEF即
時
必
…
勲
一
町
一
回
際
嵐
清
一
事
業
.
一
日
吋

海
外
か
ら
欄
ス
一
教
爾
関
係
者
を
嘗
加
者
一

Q
U名

掛
招
へ
い
し
て
間
人
の
生
霞
教
育
使
用
日
本
語
及
び
英
語

酬
に
つ
い
て
の
研
究
と
交
流
を
行
常
闇
(
同
時
週
間
に
ト
怠
)

叩
う
。

2
面
白
雪
笠
宮
、
「
捕
園
障
害
子
ー
の
富
吉
い

岬
人
の
基
ム
者
と
量
教
育
上
月
は
交
流
会
へ
の
容
聖
暴
君

哨
草
定
へ
の
晴
人
事
包
容
T

方
は
、
住
躍
が
更
国
時
セ

欄
1
7
0
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ミ
ナ
i
、
交
流
瓦
E
m
凶
器
前
記
の

岬
ケ
ニ
ア
、
大
霊
園
、
ニ
ュ
l
ジ
上
、
議
、
氏
名
、
性
別
年
令

醐

l
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
A
吾

醐
一
名
事
へ
い
し
て
十
一
皇

制
目
幽
か
色
二
十
二
日
間
ま
で
、
国

電
障
セ
ミ
ナ
ー
、
国
内
視
阜
、
交
流

4
4
亭
実
施
す
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
エ
リ

ナ
ハ
ア
ピ
オ
I

マ
ニ
ラ
民

(ヘル、
J
ノ
キ
大
単
車
教
授
)

ケ
ニ
ヤ
共
和
国
エ
ス
サ
l

ジ
ョ
ナ
サ
ン
氏
支
化
誕
百
省
婦

人
局
長
)

的

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

ジ

ュ

デ

ィス

・ア
イ
ト
ケ
ン
民
(
冊
人
と

酬

笠

宮

間

眠

、

噛

讐

同

紙

、

公

職

教

育

に

関

す

る

国

家

摘

問

委

員

会

問

}

続

安

孟

霊

走

レ

ベ

ル

や

輔

瞬

き

醐
に
お
け
ヌ
£
n針
決

定

へ

の

開

人

の

フ

ィ

リ

ピ

ン

共

和

国

L
-
R

蜘

審

加

の

現

状

と

町

踏

雰

扇

町

し

、

・

ク

イ

サ

ン

ビ

ン

グ

氏

(

メ

リ

ノ

脚
事
加
を
促
進
す
る
怒
り
の
教
茸
ノ

l
ル
大
字
昆
)

脚

ロ

グ

ラ

ム

寄

の

方

捕

に

つ

い

て

情

〈

カ

ナ

ダ

及

び

穴

棉

民

国

か

ら

欄

附

報

禁

換

を

行

う

。

の

招

へ

い

者

は

未

定

V

一一

問
期
間
昭
和
町
年
日
月
川
町

O
閏
陣
セ
ミ
ナ
ー
自
本
人
審
加
者
一
同

時

守

口

日

樹

原

ひ

ろ

正

告

書

水

主

主

醐

制

審

加

者

ト

由

奔

同

人

、

日

本

学

家

政

学

部

助

教

段

)

酬

酬

原

ひ

る

子

氏

外

7
名

平

野

買

で

底

(

武

出

野

女

子

大

学

酬

附

覇

者

一

8名
(

全

日

時

襲

、

連

提

言

語

を

記

入

文

学

部

捕

両

)

叩

山
参
加
閉
じ
夫
事
方
)
し
、
芦
包
に
園
開
セ
ミ
ナ
ー
に
出
円
県
依
fr底

(rgk守
正
宇
部
醐

4

8

 

抽

使

用

日

本

語

及

び

提

語

開

の

塘

合

は

、

九

百

位

の

伺

柏

と

助

教

侵

)

即

州
丹
輯
(
同
時
過
釈
に
よ
る
)
十
一
日
の
岩
金
の
白
鼎
春
、
宇
品
開
加
藤
間
チ
民
(
目
的
総
合
セ
ン
タ
醐

酬

A

だ
出
席
の
輔
商
は
、
さ
よ
笹
口

l
季

辱

)

問

円

パ

ー

テ

ィ

ー

婁

如

t
m甲
U
の
希
望
大
K
よ
ふ
民
(
全
同
地
居
刷
入
団
蜘

渦

【
交
流
会
】

時

の
何
繁
昌
さ
帯
え
て
十
月
草
通
信
協
童
会
民
)
崎

一
外
国
自
人
君
寝
室
品
ま
で
に
下
記
へ
お
申
し
込

Z
Z
Z
2
M入
量

一

節
心
に
窓
見
交
換
を4
廿
事
コ
o

ド

さ

い

俳

省

刷

に

民

定

し

、

書

同

提

起

)

向

同
日
昭
柏
戸
別
年
一

μ偲
百
加
の
吋
一
婁
逼
町
・
出
す
~
占
田
町
こ
氏
〈
日
本
打
開
制
人
ク
冊

一

幽

埼

玉

置

企

部

自

町

大

高

ラ

プ

全

国

連

合

会

副

会

民

〉

胸

、
司
全
国
照
依
モ
丘
(
上
智
谷
七
一
八
帯
地
向
伎
相
手
氏
(
大
学
制
人
煙
μ
附
制

六
学
文
学
部
監
俊
〉
干
一
↓

E
lつ
一

人

の

単

混

同

長

)

叫

事
妥
号
室
竜
昼
寝

P
Z

警
を

Z
建

R一種
Z
EE
-
重
量

4

2

M

【
国
際
セ
ミ
ナ
ー
】

一←
} 

お給料日まて;ね、ねO

" 
a協苅.

，、

ねたお兄さま。

国
立
岡
人
教
育
会
館
事
指
揮
国

間
安
麗

場
暗
O
四九一
4

一L
八
一
工
ハ
七

二
(
代
表
)

。
海
外
か
ら
の

招
へ
い
予
定
者

参加者募集してます

育教涜生シ」加
一
参

は

会
マ

社

一ア

Em匡竃週断書官ー

かわいい妹きんのためでも、

余裕がない七二つ返事tはいきません.

こんな時、総合口座の定期預金にお踊けがあれば、

いつでも定期預金の90%最高100万円まで慌期智担保に)借りられまt
Tょtぇぱ50万円なら、 90%の45万円まで借りられます二

妹さんの願いも聞いてあげられて、兄貴の権威も保たれますL

イザU、う時、三菱総合口座の定期預金.

期間111年{年制6.75%)e.2年{判W∞削がありまt
この除ご自分のためにも定期預金をふやしておきませんか.

・ただ今、普通預金の刺 .~.1と通帳に

ご記入しておりまtおついでの折に通帳を窓口tニどうそ二

斡!知くな銀行一

一騎 -
山町線時保

しっかりと小さいけれど;布がらみをなくしたい・ o1布いたみ、
SANVO  

お母さんの手もみ洗いがヒントですOJ

d心の

生活環境を創る

一菱地所株式会社

人間中

-

く注意表示〉を記してあります

化粧品をおf止いになる時l.i、説明市といっしょに

注意表示もぜひお読みくだ~L 、。

化粧品は肌に直彼つけるものですかh、資生堂

では安全性に細心の注意を1.iL:'ってつくってL、ます二

箱、説明台、バンフレツトなn二、いろL、ろな形で
次のような注意表示を記してあります。

lo 'li""~1Jれ仰星し正 . fJ'.i石コ:.t!.石も王瓦石'.ど同信
棋がある臨む"二U必使いに信ごら'.いて《だ"、

01ヒ植品が白肌に合わ位、、と~(:.ニ使用金釘やめ〈だ8い

。使用中、赤み ."れカゆみしげ~I'，j.どの興9釈が"，・9わ
れずニ喝含 l 

b恒周した釘飢に直射目先んあたってよ配のよう年興需が
あらわれた‘合

。ぞのまま化.....輔自使用令聞けますと盤状各感化させるニ
とがありま?ので鹿_'"'4専門医、またE志賀生盆化恒品目売
鳴かお近〈由貿生盤肉費者掴阻窓口にご帽眠〈ださ川

しかし、~<のお客さまの中には、肌の性質やその

日の状態によって、時には肌に合わないこtもあ

ります。そのような時のために、資生堂では、容器、

-621 1 電話 (03)2 1 1 東京都千代田区丸の内二丁目 4番 1号。資生堂|広報室|

ご

ぞ

ん

じ

で

し

ょ

う

-

か

、

左

の

洗

た

く

機

。

サ

ン

ヨ

ー

が

お

届

け

し

た

、

噴

流

式

の

第

1
号

で

す

。

ァ
ト
一
一
回
一
一
十
二
6

地
球
同
中
期
一
位

の
問
編
時
間
底
ケ
ー
ブ
ル
遇
慣
で

も、

T
P
C
l
l
、
T
P
C
1
2、

J
A
S
C、
日
明

O
K
l
T
A
I

一
な
ど
、
日
本
音
口
伸
ひ
る
ケ
1
7ル

一
は
い
ず
れ
も
シ
ス
テ
ム
時
酌
串
一

O

一O
一
場
者
紀
掃
し
、
国
際
通
慢
の
両
幹

一
う
た
め
、
新
た
に
小
岩
崎
附
富
一
棺
で
日
本
の
披
術
ノJ
の
高
裏
山
界

一
恕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
に
示
し
で
い
る
。

一
こ
の
小
山
活
問
所
は
、
現
在
、
新
一

K
D
Dで
は
、
こ
の
凶
間
判
世
7
4
F

一
剛
、
通
園
廿
赤
外
問
う

τ
lス
を
一
ち
に
高
的
て
将
来
の
国
際
週
間
に
芹

忘
る
た
め
の
壁
電
勾
実
認
送
一
全
高
す
た
的
小
山
市
神
照
合
L

正
利
用
車
る
向
車
道
二
一
ュ
l
一
新
申
告
易
地
聖
開
始
。
局
歯
は

一
明
石
鞘
・
基
一
戸
輔
が
表
わ
る
童
一
墜
し
か
し
あ
聖
業
団
地
か
す
す
ん
で
一
市
u

の
意
味
あ
い
を
含
め
て
い
る
。
一
ス
写
真
な
嘉
吉
宕
V

号
車
需
そ
一
一
一
時
包
お
よ
び
一
三
階
袋
¥
棺
面
開

一
の
嬰
、
苦
口
に
は
地
方
物
輔
の
県
融
一
人
口

ua咽
。
レ
か
も
、
こ
と
主
、
一
一
し
て
向
上
#
航
行
す
る
外
同
船
舶
や
一
四
万
平
方
月
陥
担
ハ
十
害
度
半
ば

f
」

一

r
一

短

渡
通
信
も
半
世
紀

一

一

小
山
市
は
中
出
現
の
肱
下
旦
地
と
し
で
発
展
U
弓

一

月

の

東

語

弊

轄

の

開

閣

と

い

ち

、

一

一

日

本

の

湾

岸

船

舶

あ

語

通

話

の

一

宮

、

重

を

め

ど

に

、

い

草

ピ

程
ι践
匂
間
抗
駅
東
日
間
肝
心
開

U
H一
時
打
続
討
取
引
町
一
九
翠
4
1
M十川比一送時同町一片山部酒一目詰日められ杯

福
間
に
酷
剤
密
t
h
H
た
商
底
沼
恒
ケ
1
一
世
田
棉
の
な
い
園
と
の
一
通
信
を
行
う
一
円
四
閣
性
が
高
ま
っ
て
い
く
K
D
D
の

プ
ル
に
拍
ま
り
、
や
が
て
帽
波
照
棉
一
た
め
、
国
時
情
報
や
テ
レ
ッ
ク
ス
な
一
国
際
通
宿
般
時
「
使
い
や
す
い
居

時
住
姥
句
昭
和
一
二
年
(
一
九
ニ
ヲ
翼
線
曲
師
、
国
富
話
の
無
鞘
一
開
通
信
?
ヒ
ス
」
は
、
こ
の
童

八
年
)
、
日
米
関
に
初
め
て
短
波
回
一
電
話
回
棉
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
士
宮
町
信
頼
惇
L

支
え
同
託
て
い
る
b

票
開
通
し
た
。
そ
し
て
君
主
写
一
定
、
広
域
通
園
祭
器
し
(協

力
|
国
際
電
信

(
一
九
一
-
一
定
三
葉
書
、
古
書
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
顧
と
し
一

電
話
線
式
会
社
)

封
書
ア
ジ
ア
酒
宴
積
極
間
信
一
て
の
痛
も
担
っ
て
い
弓

こ
れ
か
ら
本
調
子
に
い
あ
わ
せ
が
吉
田
二

十

件

穿

ち

あ

っ

主

婦
の
勉
強
全
穿
あ
と
き
平
供
づ

た
。
「
だ
け
ど
、
成
44し
な
い
ん
で
と
広
当
に
事
ん
で
い
争
と
い
う
ケ
1
れ
で
困
る

-Kほ
あ
り
ま
せ
ん
かワ

さ
で
、
会
は
ほ
ど
っ
と
民
っ
た
が
、
す
;
」
。
理
由
の
第
一
は
地
盟
関
ス
を
い
く
つ
か
聞
く
こ
と
が
出
来
フ
ァ
ミ
リ
サ
ー
ビ
ス
さ
フ
プ
を

依
閣
の
方
健
主
乞
れ
か
巧
と
な
こ
と
。
民
的
は
細
長
い
可
申
し
た
。

ζ
つ
ま
し
利
用
く
だ
さ
い

い

Z
己
ろ
。
始
め
告
か
り
で
柏
込
忍
が
あ
っ
て
も
、
完
写
会
迫
「
申
告
叩
急
L
入
杭
レ
、
長
期
に
わ

j
j
f
l
i
r
-
-

寄
左
足
型
か
わ
な
り
な
い
と
方
に
住
ん
で
い
争
と
、
パ
ス
や
可
申
た
り
号
つ
。
タ
発
防
で
い
い
か
ら
唱
え
た
零
一
日
H

U
固
守
を
た
の

い
き
と
も
あ
り
、
夜
悼
み
中
な
の
を
東
り
つ
々
交
通
禁
容
白
一
高
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
(
長
崎
伺
人
み
意
同
一
家
だ
出
席
主
主
聞

で
主
訟
の
風
邪
ひ
き
夜
毛
少
な
く
つ
え
「
一
時
閉
土
時
哩
長
か
が
索
活
、
行
っ
て
宇
保
つ
)
「
年
中
)
。

く
、
勤
め
て
い
る
主
制
の
方
造
立
つ
で
も
や
っ
m
Y
L
、
家
婦
京
往
復
よ
り
夫
婦
支
が
警
」
弘
、
家
事
「
勤
労
嗣
A

今
年
休
空
」
っ
て
子

が
と
れ
て
な
ん
と
か
間
に
あ
っ
て
四
白
円
も
五
胃
円
も
か
か
争
と
、
そ
を

pu手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
「
稜
た
供
の
字
架
山
ブ
l
ル
詰
習
歪
曲
に
当

と
い
う
己
と
も
あ
る
。
「
い
主
お
れ
な
、
信
栂
、
と
断
む
り
れ
市
守
。
き
り
主
人
を
圏
呂
に
入
れ
る
手
伝
っ
て
い
h

録
、
急
に
会
社
で
大
-
事
な

き
宍
掃
除
の
依
厚
杏
く
て
、
そ
れ
と
働
き
た
い
人
が
書
室
川
い
。
軍
人
一
定
主
あ
手
伝
い
」
仕
事
が
で
き
、
休
め
な
手
な
っ
%

出
百
与
え
た
、
働
く
入
車
け
る
が
多
い
の
で
夕
方
か
ら
夜
の
革
「
雪
ゃ
ん
や
語
草
地
の
先
宅
ク
ラ
ブ
で
代
役
を
頼
ん
で
切
り
ぬ

た
め
の
余
率
、
朴
持
参
加
の
た
め
だ
と
二
の
足
ふ
ま
守
。
そ
れ
で
も
撃
ぞ
い
る

R
U子
市
寸
円
ず
る
」
け
た
。
」
(
間
崎
〉

の
も
の
が
ま
だ
少
な
く
て
こ
れ
か
支
が
近
く
な
民
な
ん
と
か
す
る
が
、
(
旭
川
)
「
開

F
Uか
け
た
考
家

く水
ゃ
り
ゃ
代
筆
も

ら
だ
ん
だ
ん
号
つ
し
た
制
捜
が
ふ
え
週
け
れ
ば
と
で
も
》
涯
っ
T
T
陛
の
軒
い
封
働
は
い
い
が
、
外
出
を

る
の
を
問
符
し
で
い
ま
す
か
:
」
(
出
。
か
と
安
正
、
近
附
「
ほ
絶
対
禁
止
さ
れ
て
い
る
巧
ょ
に
ニ
曜
の
子
面
白
い
ケ
1
ス
は
、
久
嗣
米
の

き
行
き
た
く
な
い
と
い
う
人
も
意
し
も
い
る
。
週
一
岡
県
撃
手
伝
っ
て
「
誕
の
水
平
り
」
。
社
会
協
で

開
守
系
、
主
守
り
、
何
除
と
い
う
0

・
。
い
ろ
い
ろ
τす
h
ー
や
っ
て
ほ
心
い
」
〈
豊
中
)
こ
の
ケ
l
ス
は
、
ま
だ
仁
レ
く
、
一
方
盆
時
の
坦
味

と
一
己
書
、
位
顧
問
君
ビ
y

グ
み
重
な
か
な
か
事
か
し
い
お
士
、

H
は
奈
は
軍
手
「
示
、
ク
告
の
る
主
的

4
た
く
互
の
華
の

ス
ソ
ー
の
辛
つ
H

」E

長

崎

の

塑

『

で

す

」

。

ラ

吋

ノ

の

サ

ビ

ス

と

塑

5
っ
て
流
産
水
平
り
に
困
っ
て
い
月
会
珊
平
副

会
雪
盲
人
H

録

、

新

聞

や

ラ

ジ

オ

を

ξ
い
と
め
畳
乞
知
出
来
、
非
常
怖
に
出
る
自
に
本
を
や
っ
て
も
む
つ

張

主

お

て

七

月

中

に

依

酎

や

聞

に

感

部

c
れ
%
「
八
「
曜
の
陪
を
己
と
を
煽
ん
で
、
心
布
き
な
く
地
域

あ

れ

か

ら

、

数

え

て

初

年

i
。

許イ

な

り

ま

し

た

。

ご

婦

人

が

、

若

く

、

美

し

く

街

に

は

、

い

ろ

ん

な

コ

ス

チ

ュ

ー

ム

が

歩

い

て

い

ま

す

。

-町州!riltH 1トで初めて的ヤ同rr ，~式‘r1f."，、

デ

リ

ケ

ー

ト

な

繊

維

を

や

さ

し

く

洗

っ

て

、

長

も

ち

さ

せ

た

い

。

大

き

な

毛

布

も

一
度
に
洗
っ
て
、

絞

り

た

い

。

り
に
な
っ
た
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」

「
グ
リ
ー
ン
・
カ
ー
ド
制
度
っ
て
ど
ん
な

乙
と
?
」
「

O
O銀
行
の
窓
口
の
応
対
が
一

悪
い
・
」
「
マ
ル
優
制
度
に
つ
い
て
詳
し
一

四
く
知
り
た
い
」

|
0
と
う
し
た
相
談
や
吋

叫
質
問
、
書
見
や
苦
情
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
一

'
 

…
「
よ
ろ
ず
相
談
所
」
が
あ
る
こ
と
を
と
停
一

日
じ
で
し
ょ
う
か
o

H

'
 

p
t
t
t
-
t
i
h
-
-
t
t
t
t
:
t』

こ
の
相
畿
の
利
用
状
婆
号

一
と
、
岨
泊
主
士
八
年
度
中
の
霊
祥

一
散
が
全
国
で
一
方
一
九
一
一
八
件
、
県

い
る
輔
務
|
顕
全
出
向
開
口
、
手
の
一
葉
ほ
五
四
九
四
件
主
9
0
手A
V
つ

伯
ー
ー
に
つ
い
て
の
担
割
、
室
、
五
%
九
七
舶
が
マ
ル
優
制
度
、
財

貧
困
、
要
望
、
苦
情
念
《
鐸
定
京
の
有
山
刊
な
置
用
方
法
、
各
開
消
闘

関
す
る
『
」
主
宍
宅
色
寄
っ
一
昔
ロ

J
d
yあ
相
談
や
照
令
そ

り
る
窓
口
。
払

hK4消
薗
占
が
銀
存
一
の
他
に
、
領
告
の
受
け
払
い
手
間
、

の
己
と
を
も
っ
と
理
曜
じ
、
ま
た
、
一
員
出
、
不
渡
刷
慌
な
戸
あ
堕
問
符
や
活

躍
一
門
書
室
西
日
』

E
Eっ
き
一
冊
子
。

に
と
一
世
位
同
抗
た
恥
の
令
¥
現
在
、
一
し
か
し
、
こ
れ
を
昭
和
五
十
五
年

各
都
道
府
県
に
世
な
く
と
も
一
ヵ
一
度
ル
託
関
す
る
長
三
三
九
健

所
、
全
壊
主
一
の
盟
行
陸
宮
内
に
一
九

・
三
時
の
醐
少
と
な
っ
て
い
ま

置
け
A
耗
て
い
よ
す
。
一
す
。

最

新

式

の

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

は

、

左

図

の

回

転

翼

と

水

流

設

計

を

お

し

え

て

く

れ

ま

し

た

。

洗

た

く

機

は

、

サ

ン

ヨ

ー

で

す

ね

。

4
倍
大
き
い
し
型
回
転
翼
i

ホ
油
含
つ
〈
る
出
測
を
司
れ
卓
占
4
m
b
K
L
3ぐ
L
S
L
K
.
Lか
も
州
転
敬
は
的
ば
に

L
てゆ

7
、
り
ま
わ
し
ま
す
a切
と
命
地

・・
空
Aa--'

L
Z
E
Z陵

町
時
僚
が
や
?
-
T
勺
一
議

rfi寸
れ
の

減
少
に
ら
為
て
伽
い
fよかも
b
y旦
〈
ほ
と

少
な
〈
な
り
ま
L
人
、
ま
た
ひ
ん
は
A
r
e

u
kの
〈
り
4
Lと
刊
の
u
M
U
削刊のおカ

げ
で
ぶ

m
e中
心
カ
竹
崎
L
‘A
叩
カ
ら

み
も
は
と
A
Hと
あ
り
ま
せ
ん
。

や
さ
し
く
洗
う
タ
テ
・
ヨ
コ
水
流

独
特
の
ひ
ね
り
刷
似
の
働
き
で
水
-
v
l
に
押
し
1
げ
タ
チ
円
水
流
令
つ
f
り
ま
す
.

洗
た
〈
拘
は
卜
か
ら
l
へ
そ
し
て
ま
た
卜
「
ら
ょ
う
ど
T
f
l
カ
り
抑
え
つ
げ
る

d
押
し
洗
い
風
・
の
効
皿
金
先
押
し
ま
す
.
改
は
在
ま
わ
り

.

A
，
投
は
ひ
む
り
羽

出
合
ヨ
コ
の
水
1

械
を
つ
〈
り
ま
す
.
沈
た
く
拘
は
い
帆
K
曲

n
t材
相
の
劫
忠
仁

よ
勺
て
.
む
み
洗
い
‘
凶
鳳
幡
町
山
制
限
ぞ
坦
H
L
a
aす
e

-__ &2II~J;"'"iII.i..1.'，a.VI' . -~iJj~.~~'Jt，8J!圃

8
月
初
日
は
電
化
の
日

刷
附
加
利
鈍
宥

8
n初
日
.
こ
の
ロ
サ
ン
ヨ
ー
噸
流
2
A
4
慌
た
〈
恨
事
l
Z
2
d
v
m
嘩
A
f
.

nみ
の
家
臨
老
化
の
時
ぴ
ホ
t
生
今
わ
ん
記
傘
す
べ
き
H
で
す
.

畠民

三 洋電機縁式会社主割通安王事事正 ...ショー必f，:(慢に"保証書h 叩 1;1"...:'峨人哨必ず地入引IU， Ul'，'I!~， ~などの耐川の記入制品内務仁館訓告ι吋l刷1:'':'' 人 "H 川口町会" ，
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ふ
だ
ん
お
使
い
の
ガ
ス
設
備
に
ガ
ス
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か。

風
呂
や
湯
沸
器
の
給
排
気
設
備
は
基
準
に
A
n
っ
て
い
ま
す
か
。

ガ
ス
器
具
は
不
完
全
燃
焼
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

東
京
ガ
ス
で
は
、
ガ
ス
を
安
全
に
お
使
い
い
た
だ
く
た
め

3
年
に
一
回
以
上
、
安
全
点
検
に
ヤ
フ
か
が
い
し
て
い
ま
す
勺

日
年
度
は
約

2
0
0万
件
に
ヤ
フ
か
が
い
し
ま
し
た
が

つ
い
に
お
会
い
で
き
ず
検
公
で
き
な
か
っ
た
お
存
さ
ま
が

希
叫

huを
桁
ん
足
し
て
い
た
だ
く
ハ
ガ
キ
を
践
し
て
お
き
ま
す
勺

ご
都
介
の
よ
い
日
を
記
入
し
て

ガ
ス
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

約
叩
万
件
あ
り
ま
し
た
。

何
と
か
し
て
、
こ
の
検
代
も
れ
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
の
で
す
勺

お
近
く
の
や
い業
所
に
お
込
り
く
だ
さ
い
川
お
屯
話
で
も
結
構
で
す
勺

安
全
点
検
に

検
L
A
H
も
れ
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が

o
a
k〈
l

点
検
に
つ
い
て
の
お
問
レ
介
わ
せ
は

事
故
ゼ
ロ
に
つ
な
が
る
の
で
す
勺

お
近
く
の
常
業
所
ま
た
は
京
以
ガ
込
山
政
将
サ
ー
ビ
ス
室

ご
協
力
く
だ
さ
い

安
全
点
検
に
お
う
か
が
い
し
て
お
留
守
だ
っ
た
と
き
は

(
電
話

0
3・
2
7
3・
o
l
l
l
)で
お
受
け
し
て
い
ま
す
勺

雄
大
な
マ
グ
ロ
に
驚
嘆

威
勢
い
い
セ
リ
声
に
心
弾
む

恒例卸売市場見学会

大阪市消費生活合理化協会

大
阪
市
消
資
生
活
合
理
化
協
会
一
れ
、
朝
の
内
に
小
売
后
の
白
頭
に
並

(
山
根
隆
玄
室
・
会
員
四
十
五
万
一
ぶ
。

名・

有
力
六
日
開
入
団
体
で
結
成
)
の
一
こ
の
去
五
手
順
を
目
で
見
、
耳

恒
例
の
大
阪
士
巾
中
央
聖
π市
場
見
学
一
で
健
か
め
た
合
理
化
墜
事
見
学
者

会
は
八
月
十
日
例
午
前
四
時
、
同
市
一
一
同
は
、
新
鮮
な
金
口
聞
が
食
卓
ま
で

場
集
合
で
二
班
に
分
れ
て
実
飽
し
一
溜
ぼ
れ
る
た
め
に
、
ど
ん
な
努
力
と

ド九
。
前
日
か
ら
泊
り
込
ん
で
市
場
の
一
意
気
込
み
が
あ
る
の
か
と
く
と
実

知
織
を
詰
め
込
ん
で
現
場
に
臨
む
と
一
感
し
た
わ
け
で
、
今
後
の
消
費
生
活

い
う
熱
心
さ
。
見
学
者
の
中
に
は
、
一
に
こ
の
体
験
が
生
か
さ
れ
る
ζ
と

一

大
林
志
栄
聖
童
、
神
戸
敏
子
劃
会
一
を
期
待
さ
れ
る
F

一

長
ら
役
員
の
姿
も
み
え
る
。

一

一

ま
ず
「
マ
グ
旦
の
せ
り
市
。
二

古

本

市

か

ら

一

行
を
鰐
か
し
た
の
は
、
当
日
入
荷
し
一
盆
踊

り

ま

で

一

た
マ
グ
ロ
の
中
に
「
本
マ
グ
ロ
」
が
一

一

一

天
王
寺
区
民
ま
つ
り
一

湿
っ
て
お
り
、
そ
の
雄
大
な
形
姿
で
一

一

あ
っ
た
。
威
勢
の
い
い
セ
リ
声
に
つ
一
天
王
存
区
財
団
怪
人
天
王
ヴ
区
コ
ミ
一

れ
て
次
々
と
セ
リ
怒
さ
れ
て
い
く
様
一

J
一
テ
ィ
協
児
童
濯
、
天
王
寺
区
民

一

は
見
て
い
て
小
気
味
よ
い
。
一
ま
つ
り
は
第
一

O
号
門
風
の
影
併
で

一

係
り
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
マ
グ
ロ
一
主
宰
乞
変
更
し
、
八
月
一
日
午
後
六
一

の
「
荷
お
わ
レ
」
は
午
前
二
時
「
荷
な
一
時
か
ろ
天
王
寺
区
民
セ
ン
タ
ー
ホ
l

一

色
べ
」
は
午
前
三
時
「
下
見
」
は
午
一
ル
で
開
か
れ
た
。

一

前
四
時
。そ、

pυ
て
夜
の
作
業
を
受
一
セ
ン
タ
ー
の
入
刊
に
は
天
王
寺
区

一

け
て
午
前
四
時
一
δ
分
か
ら
セ
リ
が
一
時
と
子
の
共
興
U

(

附
橋
理
主
)

一

開
始
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
一
が
新
鮮
な
野
菜
を
安
く
提
供
、
飛
ぶ

一

一
方
、
水
産
物
の
開
市
は
普
通
午
一
ょ
っ
な
売
れ
行
き
F

十
日
本
市
、
お
梁

前
四
時
彊
さ
、
背
果
物
は
午
前
五
時
一
子
な
ど
の
チ
M

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も
人

三
O
分
と
の
こ
と
。
そ
し
て
ト
ラ
ッ
一
気
を
呼
ん
で
い
た
D

午
後
六
時
、
お

ク
が
各
地
か
ら
到
着
す
る
の
は
そ
の
一
時
さ
ま
方
で
い
っ
ぱ
い
の
ホ
l
ル
で

前
に
な
る
わ
け
で
、
午
前
五
時
頃
に
一
は
、
関
聖
リ
さ
ん
の
司
会
、
池
田
P

な
る
と
場
内
は
騒
然
と
し
、
せ
り
の一

・
T
-
A
協
建
覆
民
の
指
導
で
ま

声
が
と
び
か
い
、

活
気
に
満
ち
溢
れ
一
ず
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
続
い
て
大
大

る
わ
け
。

一
阪
げ
頒
が
繰
展
け
ち
れ
た
。
と
の
あ

堕
葉
者
か
ら
仲
卸
業
者
に
、
そ
一
と
民
附
大
会
と
な
り
、
鈴
お
ど
り
噂

し
て
小
霊
薯
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
知
一
子
方
穿
め
特
別
出
演
で
、
賑
や
か

時
間
の、

2
つ
に
食
料
品
は
売
り
渡
さ
一
に
踊
り
の
輸
を
ひ
ろ
げ
た
。

石油ガス暖房機器57年度

ー
暖
房
H

を
生
か
し
た
。

合
先
進
の
電
子
筏
術
や
セ
ン
サ
ー
筏

術
を
導
入
し
経
済
的
で
傑
作
も
簡

単
な
商
聖
書
山
し
た
。

シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
は
五
十
七
年

合
間
後
肌
に
伝
わ
る
暖
か
さ
H

眠
射

度、

石
油

・
ガ
ス
暖
雇
器
五
十
一
暖
炉
と
部
屋
誌
が
均
一
に
暖

機
種

(
新
製
品
十
九
機
種
)
表
薪
発
め
る
H

温
風
暖
房
て
と
を
使
い
分

売
。
シ
ャ
ー
プ
は
昭
和
三
十
五
年
に
り
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ャ
ー
プ
怨

家
電
業
界
で
、
始
め
て
石
油
ス
ト
l

自
の
製
品
。

ブ
を
発
売
じ
て
以
来
、

(
省
エ
ネ
ル
・

ギ
l
)
(快
適
性
)
(
安
全
性
)
、
一

訂

正

八
月
十
日
号
本
紙
四
面

…

な
ど
、
早
め
様
々
の

-Tド
を
一
勘
案
…
に
患
の
「
-
議
笠
詰
福
祉
…

し
て
快
適
な
暖
房
4

フ
イ
フ
を
提
案
す
…
大
会
」
の
記
事
中
「
七
月
十
七
日
、
.

る
商
ロ
回
開
発
に
取
り
績
ん
で
い
る
。
…
津
市
民
会
館
ホ
l
ル
で
開
催
」
と

…

思
近
は
、
よ
り
多
様
何
個
性
化
あ
る
は
「
十
百
、
大
津
市
民
会
…

す
る
傾
向
が
あ
り
、
新
発
売
の
機
樋
館
ホ
l
ル
で
」
、
ま
た
参
加
者
滋
…

は
次
の
さ
コ
よ
特
長
が
盛
り
、
去
来
…
員
同
四
L

ハ
名
」
は
「
四
四
六
名
」
…

て
い

る

。

…

の

諜

り

で

し

た

。

お

詫

び

し

て

訂

・

合
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
位
特
性
で
一
一
止
し
ま
す
。

あ
る
H
速
品
開
山
暖
開
μ

H

ハ
イ
パ
ワ
J

シャープ株式会社

やっぱり仕上tjが違L
、手料理にヒガシマル

、ます/

おいしL

ヒカシマヲ櫨油

昧の決め手は調味料です。季節の材料のうまみを

引き出して、色美!ノく仕上げるヒガシマル。

400余年の伝統に磨かれた、この品質がモノをし川 1ます。

お料理にちょっと差をつけます。


